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子どもたちにも好評です
●以前は、床や壁の汚れが目
立っていたり、臭かったり
して、あまり気持ちのい
い場所じゃなかった。でも、
今はとてもきれいでにおい
も気にならない。

●トイレを汚したくないと思
うようになったし、掃除も
しっかりするようになった。

●明るい雰囲気なので、以前は個室に入るのを我慢して
いた男の子も、我慢せずに入りやすくなった。

●車いすでも使えるトイレができたり、水が飲みやすい
冷水器が置かれたこともいいと思う。

流山PRサイト「CUTE CUTE」＆
メルマガ版「広報ながれやま（項目）」

発信中
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C
U
T
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U
T
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◀
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配
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登
録

　子どもたちから「暗い・臭い・汚い」の3Kで敬遠されが
ちだった学校のトイレ。それが原因で学校のトイレが使え
ない子どももいるなど、深刻な問題になっていました。流
山市では、そんな学校のトイレが今、使いやすく、ホッと
できるトイレへ変わってきています。
　問教育総務課☎7150−6103

適な学校生活はトイレから
　平成15年から夏休み期間を利用して、小・中学校の耐震補強工事を実

施してきましたが、それと同時にトイレの改修も行ってきました。
　子どもや先生など現場の声を取り入れてリニューアルしたことで、みんなが使
いやすいトイレになりました。
　排せつは、規則正しい生活習慣の基本、子どもの健康にも直結します。市教育
委員会では、食育と同様に重要なものとしてトイレの整備を進めてきました。ト
イレがきれいで快適になることで、学校生活をより楽しく過ごせることが期待さ
れます。

心地よいトイレへ、工夫いろいろ
　現在、市内23校中19校の小・中学校でトイレ改修が完
了しています。
　改修に当たり、今までのタイルの床を、シート張りの清
潔でにおいの付きにくい乾いた床（ドライ化）にしました。
また、段差を解消しバリアフリー化も図っています。壁や
トイレブース（個室）には、明るくカラフルな素材を使用。便器は洋式を多めにし、
小便器はにおいを抑制する機器を採用しています。
　省エネ対策にも取り組んでおり、節水型の便器の導入、人の出入りを感知して
点灯・消灯する照明器具や自動水栓の手洗いの採用など、子どもたちに環境問題
への啓発も促します。

さまざまな人や状況に対応できるトイレへ
　学校は子どもたちだけでなく、たくさんの大人も訪れます。保護者や地域の方々

はもちろん、災害時には、学校は緊急避難場所にも指定さ
れていることから、誰もが快適に使用できるトイレが必要
となります。
　そのため、校舎と体育館それぞれに多目的トイレを設置
しました。車いすでの利用も考慮した広い空間となってお
り、手すり、自動洗浄装置付きトイレ、緊急呼び出し装置
などが備わっています。

「素敵なトイレだから掃除が楽し
い」とトイレを大切にする気持ち
も育みます。

学校のトイレが変わります

快

こんな取り組みです

みんなが使いやすいトイレに！

「どんなトイレがいいですか？」
小学生に聞きました
　平成18年に、トイレ改修前の流山小学校の5・6年
生123人を対象に、どんなトイレを望んでいるかアン
ケートを行ったところ、「きれい」「明るい」「清潔」が回
答の上位を占めました。また、「ウォシュレット」や「暖
房便座」「擬音装置」など、ひと昔まえにはなかったよ
うな機能を望む意見もあり、時代とともに小学生が求
めるトイレも変わってきているようです。

どんなトイレがいいですか（複数回答可）
※要望の多かった順に回答を抜粋
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きれい
明るい

清潔
自動洗浄

広い
臭わない

ダブルペーパーホルダー
ウォシュレット

清潔

明るく

きれい

西初石小学校
5年生の皆さん
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
推
進
す
る
「
全
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
委
員
会
」
の
委
員
を
補

充
募
集
し
ま
す
。
同
委
員
会
で
は
、

概
ね
小
学
校
区
を
単
位
と
し
た
新

た
な
枠
組
み
「
地
域
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
の
設
立
を
目
指
す
地
域

へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
審
議
会
な
ど

に
お
け
る
男
女
の
委
員
の
割
合
の

4
割
以
上
を
女
性
委
員
と
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
ま
た
は
市
内
の
団
体
な
ど
で
活

動
し
て
い
る
方

　

募
集
人
員
：
１
人

　

任
期
：
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
24

年
6
月
16
日
ま
で

　

活
動
内
容
：
年
10
回
程
度
の
会

議

　

報
酬
：
日
額
7
2
0
0
円

　

応
募
方
法
：
「
応
募
の
動
機
」

と
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど

に
思
う
こ
と
」
を
８
０
０
字
程

度
（
自
由
形
式
）
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
経
歴
、

電
話
番
号
、
お
持
ち
の
方
は
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
上
、
3
月

10
日
（
必
着
）
ま
で
に
〠
２
７
０

－

０
１
９
２
流
山
市
役
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
メ
ー
ル
（kom

yuniti@
city.

nagareyam
a.chiba.jp

）
で
の

応
募
も
可

　

選
考
方
法
：
書
類
審
査
お
よ
び

面
接
。
応
募
者
全
員
に
選
考
結
果

を
通
知

　

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
7
6

全
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
の
補
充
募
集

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
あ
な
た
の
力
を

　

平
成
15
年
か
ら
進
め
て
き
た

小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
の

う
ち
、
校
舎
の
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
日
々
通
い
、
災

害
時
に
は
避
難
場
所
に
も
な
る
学

校
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
市

で
は
耐
震
性
の
不
足
す
る
校
舎
と

屋
内
運
動
場
（
体
育
館
）
を
対
象

に
（
※
）、耐
震
補
強
工
事
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
生

命
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
校
舎
の

工
事
を
当
初
計
画
よ
り
前
倒
し
で

終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
屋
内
運
動
場
の
工
事
は
、

平
成
23
年
度
中
に
完
了
す
る
予

定
で
す
（
鰭
ヶ
崎
小
、
向
小
金
小
、

西
初
石
小
、
長
崎
小
、
流
山
北
小
、

八
木
北
小
、
八
木
中
）。

　

耐
震
補
強
工
事
の
詳
細
（
施
設

整
備
計
画
）
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
教
育
総
務
課
窓
口
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
耐
震
補
強
工
事
の
対
象
施
設
…

平
成
16
年
度
ま
で
に
、
各
小
・
中

学
校
の
建
物
に
つ
い
て
耐
震
診
断

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
建

物
の
耐
震
性
能
を
表
す
I
s
値
が

0
・
7
未
満
だ
っ
た
校
舎
と
屋
内

運
動
場
を
対
象
に
耐
震
補
強
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問
教
育
総
務
課

☎
7
1
5
0

－

6
1
0
3

小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
が
完
了

当
初
計
画
を
前
倒
し
で
実
施

今号に掲載の平成23年度事業については、市議会第1回定例会の議決を経て実施されます。

大
災
害
に
備
え
て

　

市
で
は
現
在
、「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
プ
ラ
ン
」
の
策
定
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
素
案
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
こ
の

素
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

　

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
ま
た
は
事
業
者
な
ど

　

募
集
期
間
：
2
月
21
日
～
3
月

22
日
（
必
着
）

　

閲
覧
場
所
：
2
月
21
日
か

ら
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
、
各
出
張
所
、

各
公
民
館
、
各
図
書
館
、
市
民
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲

覧
可
。
ま
た
各
図
書
館
の
み
2
月

22
日
か
ら

　

提
出
方
法
：
自
由
様
式
に
意
見
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
〠
２
７
０

－

０
１
９
２

流
山
市
役
所
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
（m

arket@
city.

nagareyam
a.chiba.jp

）
も
可

　

※
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

開
し
ま
す
。
個
別
の
回
答
は
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

　

問
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

☎
7
1
5
0

－

6
3
0
8

 

FAX
7
1
5
0

－

0
1
1
1

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
プ
ラ
ン（
案
）に
ご
意
見
を

県内での協定締結は流山市が初
　市は、大規模災害の発生時に、住宅を失ったり破損など
で住めなくなったりした方に対して、一時的な住家として
利用可能な民間賃貸住宅の情報と住宅の提供を行えるよう、
㈳千葉県宅地建物取引業協会東葛支部流山地区と「災害時
における民間賃貸住宅の提供に関する協定」を2月2日に締
結しました。
　県内市町村では流山市が初の締結となります。これによ
り、災害時に県が災害
救助法を適用する前に、
市単独で住宅の提供を
行えるようになります。
　問安心安全課
☎7150－6312

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
災
害
へ
の
備
え
が
重
要
で

あ
り
、
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
校
の
耐
震

補
強
工
事
や
、
普
通
教
室
の
避
難
場
所
と
し
て
の
利
用
な
ど
は
そ
の
一
例
で
す
。
民

間
や
他
の
自
治
体
な
ど
と
も
連
携
し
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

全小・中学校の校舎の耐震工事が終了

協定書を交わす後藤信利地区
長と井崎市長

体育館 普通教室 ケアセンター・
協定社会福祉施設など

施設の安全が確保できない場合

市民総合体育館
（広域避難場所）

避難

必要に応じて応急仮設住宅などへ

一般被災者一般被災者

【災害発生時の避難イメージ】
災害発生

公民館など

小・中学校

高齢者・
乳幼児など
高齢者・
乳幼児など

災害時
要援護者
災害時
要援護者

学校の普通教室を利用することで、収容人員が44％増加するとともに、高
齢者や障害者、乳幼児などの災害弱者を優先して避難させることができます。

災害時に住宅を提供する協定を締結大震災発生を想定 職員非常参集訓練を実施

　2月8日、平成7年以来となる市職員対象
の「職員非常参集訓練」を実施しました。
　午前6時に、東京湾北部を震源とするマ
グニチュード7.3の地震が発生したと想定し、
課長補佐以上の職員149人を対象に、訓練
日を事前通知せず、徒歩、自転車、バイ
クで参集することとしました。
　午前7時には、57人（約38％）が参集しま
した。しかし、平成7年に実施した訓練では１時間以内に54％の職員が参集
しており、近年、職員の居住の広域化により、迅速な職員参集が難しくなって
いる課題が挙がりました。
　実際の災害では、職員自身の被災などにより、さらに参集が遅れることも考
えられます。市では、参集した職員で迅速な対応ができるよう実践的な防災
訓練や、自治会などと連携した訓練を通じて、災害に強いまちづくりに努めて
いきます。
　問安心安全課☎7150－6312

未
明
か
ら
参
集
す
る
職
員

　

平
成
19
年
度
に
全
面
修
正
し
た

流
山
市
地
域
防
災
計
画
の
再
修
正

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
修
正
は
、
平
成
20
年
以

降
の
法
律
や
各
種
制
度
改
正
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
平
成
21
年
度

に
修
正
さ
れ
た
千
葉
県
地
域
防
災

計
画
と
の
整
合
を
図
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
避
難
場
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
各
小
・
中
学
校
で
は

体
育
館
が
避
難
先
ス
ペ
ー
ス
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
耐
震
補
強
工

事
の
完
了
し
た
普
通
教
室
（
約

3
万
㎡
・
1
万
5
千
人
相
当
）
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
避
難
場
所
の
面
積

が
約
6
万
8
千
㎡
か
ら
約
9
万
8

千
㎡
に
増
え
、
収
容
可
能
人
員
は

3
万
4
千
人
か
ら
4
万
9
千
人
と
、

44
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
※
地
域

防
災
計
画
で
の
最
大
想
定
避
難
者

数
は
2
万
4
2
5
0
人

　

問
安
心
安
全
課

☎
7
1
5
0

－

6
3
1
2

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し

小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
も
活
用
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　現在、文化会館は耐震改修工事中です。会議室などの一般利用開始は6月からの予定でしたが7月からの開始と変更に
なります。公共施設予約システムをご利用の方はご注意ください。　問文化会館☎7158－3462

　

平
成
23
年
1
月
1
日
付
け
で
、

鈴
木
美
智
子
さ
ん
に
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
期
間
は
平

成
25
年
12
月
31
日
ま
で
の
3
年
間

で
、
再
任
と
な
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
思
想

の
普
及
・
啓
蒙
を
図
る
た
め
、
人

権
講
演
会
や
人
権
作
文
・
ポ
ス

タ
ー
展
の
開
催
、
市
内
小
学
校
で

人
権
に
関
す
る
授
業
を
行
う
な
ど
、

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
で
は
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る「
悩
み
ご
と
相
談
」を
毎
週

月
曜
に
予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問
市
民
相
談
室

☎
7
1
5
8

－

1
6
1
6

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
交
付

鈴
木
美
智
子
さ
ん
を
再
任

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

平
成
23
年
度
の
バ
ナ
ー
広
告
を
募

集
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
応
募
要
領
を
ご
確
認
の
上
、

3
月
11
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
広
告
掲
載
応
募
要
領
】

　

▽
広
告
の
規
格
（
1
枠
）
＝
天

地
60
ピ
ク
セ
ル
×
左
右
1
5
0
ピ

ク
セ
ル
（
画
像
は
G
I
F
8
9
A

形
式
、
容
量
4
㎅
以
内
）　

▽
掲

載
料
（
月
額
）
＝
1
枠
2
万
円　

▽
掲
載
位
置
＝
市
が
指
定
し
た
場

所　

▽
申
込
書
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

問
秘
書
広
報
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
6
3

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集

3
月
11
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

現地受付所 受付対象
自転車駐車場 整理券配布期間 受付開始日

[注1]

定期利用料金（年額）
自転車 原付

※高校生以下は半額 ※×は駐車不可

流山駅
現地受付所

流山駅西側第2

3月 1日　② 3,000円

×

流山駅西側第1・東側

6,000円平和台駅第1・第2

鰭ヶ崎駅第1・第2

運河駅
現地受付所

［注2］

第1 3月1日～ 5日 3月14日　① 1,350円（3カ月分） ×

第2
3月 1日　

1,200円（3カ月分） 2,400円（3カ月分）

堤防 4,800円 9,600円

江戸川台駅
東口現地受付所

東口階層式1階 3月1日～ 5日 3月14日　① 7,200円 ×

東口階層式2階 3月7日～12日 3月22日　① 6,000円 ×

東口第1・第2 3月 1日　② 4,800円 9,600円

江戸川台駅
西口現地受付所

西口階層式1階 3月1日～ 5日 3月14日　① 7,200円 ×

西口階層式2階 3月7日～12日 3月22日　① 6,000円 ×

西口第1・第2

3月 1日　②

4,800円 9,600円

初石駅
現地受付所

東側第1・第3
4,800円

×

東側第2・西側第2 9,600円

西側第1 5,400円 ×

[注1]①は整理券配布方式、②は直接受け付け　[注2]運河駅第1・第2自転車駐車場は、駅舎工事に伴い、4 ～6月
までの利用となるので、3ケ月分の利用料金を表記しています。なお7月以降は、新設する自転車駐車場の利用と
なります（6月から受け付けを開始。詳細は5月頃に現地受付所および広報ながれやまでお知らせします）

　

平
成
23
年
度
市
営
自
転
車
駐
車

場
（
流
山
駅
・
平
和
台
駅
・
鰭
ヶ

崎
駅
・
運
河
駅
・
江
戸
川
台
駅
・

初
石
駅
）
の
利
用
受
け
付
け
を
3

月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
昨
年

と
申
請
方
法
が
異
な
る
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
と

手
続
き
方
法
の
案
内
（
チ
ラ
シ
）

は
、
各
自
転
車
駐
車
場
お
よ
び
各

現
地
受
付
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間

　

平
日
：
6
時
～
20
時

　

土
曜
：
6
時
30
分
～
11
時

※
日
曜
、
祝
日
は
休
み

受
付
方
法

　

自
転
車
駐
車
場
に
よ
り
、
以
下

の
2
方
法
が
あ
り
ま
す
。
別
表
を

ご
参
照
く
だ
さ
い

　

①
整
理
券
を
配
布
し
、
後
日
受

け
付
け
（
定
員
に
な
り
次
第
、
整

理
券
の
配
布
を
終
了
）

　

②
3
月
1
日
か
ら
受
け
付
け

（
整
理
券
の
配
布
な
し
）

申
請

　

各
自
転
車
駐
車
場
の
現
地
受
付

所
で
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
定
期
利
用
料
金
を
直
接
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

　

※
高
校
生
以
下
の
方
は
、
申
請

時
に
学
生
証
な
ど
が
必
要
で
す
。

免
除
事
由
に
該
当
す
る
方
は
、
別

途
免
除
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

問
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
㈱

☎
0
4
3

－

2
7
5

－

4
1
4
7

申
請
方
法
が
昨
年
と
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

自
転
車
駐
車
場
の
利
用
受
け
付
け
は
3
月
1
日
か
ら

初
石
駅

初
石
駅
現
地
受
付
所

運
河
駅
現
地
受
付
所

コ
ン
ビ
二

運
河
駅

至
梅
郷
駅

至
江
戸
川
台
駅

旧
県
道
松
戸
野
田
線
コンビ二

現地受付所

流
山
駅

流
山
駅
現
地
受
付
所

旧
県
道
松
戸
野
田
線

現地受付所

至
平
和
台
駅

現地
受付所

至
江
戸
川
台
駅

至
江
戸
川
台
駅

至
流
山
お
お
た
か
の
森

至
流
山
お
お
た
か
の
森
駅

シルバー人材
センター

江
戸
川
台
駅

江
戸
川
台
駅
現
地
受
付
所

西
口

至運
河
駅

至
初
石
駅

東
口

ATM

現地
受付所

現地
受付所

　

4
月
24
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

「
流
山
市
長
選
挙
」
と
「
流
山
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
」
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
立
候
補
す
る
場
合
の

手
続
き
や
注
意
事
項
を
説
明
す
る

ほ
か
、
立
候
補
に
必
要
な
書
類
も

合
わ
せ
て
交
付
し
ま
す
。

　

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
3
月
13
日
㈰
9
時
30

分
～
12
時　

▽
場
所
＝
市
役
所
4

階
委
員
会
室

　

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
7
1
5
0

－

6
1
0
0

立
候
補
予
定
者
の
説
明
会

3
月
13
日
に
市
役
所
で

　

広
報
紙
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す

る
た
め
、「
広
報
な
が
れ
や
ま
」
の

広
報
協
力
員
（
無
償
）
を
募
集
し

ま
す
。
紙
面
に
対
す
る
意
見
な
ど

を
聞
く
こ
と
で
、
よ
り
身
近
な
情

報
紙
と
し
て
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ

く
り
に
生
か
す
な
ど
、
広
報
活
動

の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　

▽
対
象
／
定
員
＝
「
広
報
な
が

れ
や
ま
」
に
関
心
を
お
持
ち
の
市

民
な
ど
／
5
人
程
度　

▽
任
期
＝

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
24
年
3
月
31

日
ま
で　

▽
報
酬
＝
無
償　

▽
内

容
＝
「
広
報
な
が
れ
や
ま
」
に
関

す
る
感
想
や
意
見
、
提
言
な
ど
を

自
由
形
式
で
お
寄
せ
い
た
だ
く

ほ
か
、
市
役
所
で
年
3
回
程
度
の

意
見
交
換
会
を
開
催　

▽
応
募
方

法
＝
「
広
報
な
が
れ
や
ま
」
に
関

す
る
意
見
や
感
想
な
ど
を
6
0
0

字
程
度
（
自
由
形
式
）
に
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
3
月
15
日

（
必
着
）
ま
で
に
〠
2
7
0 

－

0
1
9
2
流
山
市
役
所
秘
書
広
報

課
へ
郵
送
※
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

（h
ish

o
k

o
u

h
o

u
@

city.
nagareyam

a.chiba.jp

）
で
の

応
募
も
可

　

問
秘
書
広
報
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
6
3

 

FAX
7
1
5
0

－

0
1
1
1

広
報
協
力
員
を
募
集

紙
面
に
対
す
る
感
想
や
ご
意
見
を

　

市
で
は
国
と
連
携
し
、
就
職
活

動
の
拠
点
と
し
て
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

ト
流
山
（
流
山
市
地
域
職
業
相
談

室
）
を
中
心
に
、
就
労
支
援
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

各
年
代
層
別
の
「
就
労
支
援
セ

ミ
ナ
ー
」「
企
業
面
接
会
」
な
ど
の

企
画
・
運
営
・
事
務
補
助
を
行
う

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
企
画
運
営
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

勤
務
場
所
：
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト

流
山
（
江
戸
川
台
東
1

－

4
）

　

職
務
内
容
：
就
労
相
談
者
の
受

付
案
内
、
主
催
事
業
の
企
画
立
案

お
よ
び
運
営
、
企
業
面
接
会
の
準

備
・
受
け
付
け
・
事
務
補
助

　

任
期
：
4
月
1
日
～
平
成
24
年

3
月
31
日
※
月
20
日
勤
務

　

報
酬
：
日
額
7
2
0
0
円

　

募
集
人
員
：
１
人

　

応
募
資
格
：
平
成
23
年
3
月
31

日
現
在
で
、
60
歳
未
満
の
方
、
要

普
通
自
動
車
免
許

　

応
募
方
法
：
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト

流
山
（
☎
７
１
５
６

－

７
８
８
８
）

へ
履
歴
書
を
持
参
（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）

　

問
商
工
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
8
5

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
企
画
運
営
員
の
募
集

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
流
山
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

2月2日、西初石小と八木南小で人
権についての授業を実施

江
戸
川
台
駅
東
口
に
あ
る

「
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
流
山
」

【文化会館の利用開始時期の変更】
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自
慢
の
商
品
を
流
山
の
ブ
ラ
ン
ド
に

申
し
込
み
は
3
月
18
日
ま
で

流山市
ふるさと
産　品

　
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が
3

月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
全
国
一
斉

に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し

風
の
強
い
日
が
続
く
た
め
、
火
災

が
発
生
す
る
と
被
害
が
大
き
く
な

り
ま
す
。

　

昨
年
、
市
内
で
発
生
し
た
火
災

は
35
件
で
、
死
傷
者
は
3
人
で
す
。

火
災
原
因
の
第
一
位
は
「
放
火
ま

た
は
放
火
の
疑
い
」
で
し
た
。
放

火
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
燃
え
る

も
の
を
屋
外
に
放
置
し
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
20
件
の
建
物
火
災
の
中

で
も
高
齢
者
の
方
が
関
係
す
る
火

災
が
増
え
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
た
こ
と

に
よ
り
、
大
き
な
被
害
に
な
ら
ず

に
済
ん
だ
事
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
住
宅
は
早

急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

運
動
期
間
中
は
、
消
防
署
お
よ

び
消
防
団
が
火
災
予
防
を
呼
び
か

け
る
ほ
か
、
危
険
物
施
設
な
ど
の

立
入
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
運
動
初
日
の
3
月
1
日

朝
7
時
に
は
、
市
内
一
斉
に
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
、
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
す
。
火
災
と
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
予
防
課

☎
7
1
5
8

－

0
2
7
0

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

市
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

　

平
成
22
年
の
救
急
出
動
件
数
は

5
7
1
3
件
で
、
平
成
21
年
と
比

較
し
て
6
1
3
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
搬
送
さ
れ
た
方
の
約

半
数
が
軽
症
で
す
（
別
表
参
照
）。

　

救
急
車
は
ケ
ガ
や
急
病
な
ど
で

緊
急
に
病
院
に
搬
送
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
傷
病
者
の
た
め
の
も

の
で
す
。
緊
急
性
も
な
く
救
急
車

を
呼
ぶ
と
、
本
当
に
救
急
車
を
必

要
と
す
る
場
合
に
遠
く
の
救
急
車

が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
到
着

が
遅
れ
て
救
え
る
命
が
救
え
な
く

な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
緊
急

性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行
け
る

場
合
は
、
他
の
移
動
手
段
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

傷
病
者
の
様
子
や
事
故
の
状
況

か
ら
急
い
で
病
院
へ
連
れ
て
行
っ

た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
た
時
に
は
、

迷
わ
ず
1
1
9
番
通
報
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
緊
急
車
両
の
サ
イ
レ
ン
に
つ
い

て
】

　

救
急
車
に
限
ら
ず
緊
急
自
動
車

は
道
路
交
通
法
に
よ
り
、
緊
急
走

行
時
に
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
赤

色
灯
を
点
け
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

問
消
防
防
災
課

☎
7
1
5
8

－

0
1
1
9

【平成22年中の程度別搬送人員（単位：人）】

区分 火災
事故

自然
災害

水難
事故

交通
事故

労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
事故

自損
行為 急病

その他
合計

転院 その他

程
度
別

死 亡 4 8 61 73

重 症 13 2 29 7 253 81 385

中等症 2 111 14 9 285 9 13 1,733 236 2 2,414

軽 症 1 457 20 22 465 37 14 1,523 25 2,564

　

流
山
市
ふ
る
さ
と
産
品
協
会
で

は
、「
流
山
市
ふ
る
さ
と
産
品
」
の

新
規
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
産
品
は
、
流
山
の
土

産
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
商
品

を
、
同
協
会
が
認
定
す
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
30
品
目
を
認
定
し
て
い

ま
す
。
流
山
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

手
土
産
や
贈
答
品
な
ど
に
幅
広
く

愛
用
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
産
品
に
自

慢
の
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

▽
対
象
＝
流
山
市
内
で
製
造
ま

た
は
生
産
さ
れ
た
商
品
、
流
山
市

内
の
原
材
料
を
使
用
し
た
商
品　

▽
申
し
込
み
＝
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
3
月
18
日

（
必
着
）
ま
で
に
流
山
市
ふ
る
さ

と
産
品
協
会
事
務
局
（
流
山
商
工

会
議
所
）
に
提
出　

▽
審
査
料
金

＝
一
品
に
つ
き
1
0
0
0
円
※
認

定
さ
れ
た
事
業
者
は
、
同
協
会
に

入
会
い
た
だ
き
ま
す
。
▽
協
会
費

＝
従
業
員
4
人
以
下
…
年
額
3
万

円
、
従
業
員
5
人
以
上
…
年
額

5
万
円

　

問
流
山
市
ふ
る
さ
と
産
品
協

会
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務
局
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●公有地の拡大の推進に関する法律の届出・申出
　①土地所有者が、次の面積以上の土地を有償で譲渡するときは、3週間
前までに届け出てください。

届出対象土地 面積要件
都市計画施設等の区域内に所在する土地（調整区域を含む） 200㎡以上

市街化区域内に所在する土地 5,000㎡以上

　②土地所有者が、地方公共団体に対して、次の面積以上の土地の買い
取りを希望するときは、申し出ることができます。

申出対象土地 面積要件
都市計画区域内 100㎡以上

●国土利用計画法の届出
　土地に関する権利（所有権、地上権ほか）を取得したときは、契約した
日を含め14日以内に届け出てください。

対象区域 面積要件
市街化区域 2,000㎡以上の一団の土地

市街化調整区域 5,000㎡以上の一団の土地

　

流
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
子
育
て
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
人
」（
提
供

会
員
）
と
「
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
欲
し
い
人
」（
利
用
会
員
）
が
、

会
員
相
互
に
よ
る
育
児
の
援
助
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
提

供
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

提
供
会
員
に
は
、
利
用
会
員
が
仕

事
な
ど
で
お
子
さ
ん
の
保
育
施
設

へ
の
送
迎
な
ど
が
で
き
な
い
時
に
、

子
ど
も
の
あ
ず
か
り
や
送
迎
な
ど

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

子
育
て
の
経
験
を
生
か
し
た
い
、

空
い
た
時
間
を
有
効
に
活
用
し
た

い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
会
員
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

提
供
会
員
の
応
募
資
格
：
市
内

在
住
で
心
身
共
に
健
康
な
方

　

受
け
付
け
：
月
～
金
曜
、
第
２

土
曜　

9
時
～
17
時

　

※
報
酬
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
利
用
会
員

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

問
流
山
市
フ
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リ
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ト
・
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子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
へ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
提
供
会
員
募
集

救
急
車
の
適
正
利
用
の
お
願
い

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
方
の
た
め
に

消防音楽隊の演奏会
　日時：3月5日㈯10時30分～11時
　場所：流山おおたかの森駅南口都
市広場
　※雨天時は、
流山おおたかの
森駅自由通路
　問消防総務課
☎7158－0299

ふるさと産品オリジナル和菓子「一茶の宿」

　一定規模以上の土地取引を行う場合には、千葉県（市経由）へ「事前の届
出」と「事後の届出」が必要です。

事前と事後の届出があります
土地売買の届出

　子どもたちが、将来、社会人・職業人として自立
していくうえで必要な力や健全な勤労観・職業観を
身に付けるために、市内の各事業所で職業体験をす
る「キャリア教育」。今年度も、市内小学6年生と中
学2年生全員を対象に実施しました。年々、受け入れ
事業所が増え、子どもたちが生き生きと活動してい
る姿が、いたるところで見られるようになりました。
大人の働く姿から挨拶や言葉遣いなどの礼儀や、仕
事の喜びや厳しさなど、多くのことを子どもたちは学びとりました。
　各事業所の皆さん、ご協力いただきありがとうございました。
　問指導課☎7150－6105

第13回東葛飾地方家庭科、技術・家庭科作品展
　1月14日～16日、さわやかちば県民プラザ（柏市）で、近隣６市の児童生徒が家庭科、
技術・家庭科の授業で仕上げた作品を紹介する展示会が開催されました。実用性の高
いエコバッグや本立てなど約700点が出品され、約1,300人が訪れました。来場者から
は、「小・中学生の作品とは思えないすばらしい作品があって驚いています。将来が
楽しみですね」と好評をいただきました。

市内各所で職業体験。礼儀や職業について学びました
小学6年生と中学2年生のキャリア教育

ス
ー
パ
ー
、
パ
ン
屋
、
バ
ス
会
社

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
所
で
実
施

　問都市計画課☎7150－6087

流山おおたかの森駅前での訓練の様子
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健
康
に
お
け
る
笑
い
の
効
用

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
講
師
は
、「
て
な
も
ん
や

三
度
笠
」「
花
王
名
人
劇
場
」
を
始

め
、
多
く
の
人
気
テ
レ
ビ
番
組
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
き
た
伝
説
の

テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
澤
田

隆
治
さ
ん
。
笑
い
と
健
康
を
科
学

的
に
研
究
す
る
「
笑
い
と
健
康
学

会
」
の
会
長
を
務
め
、
市
内
で
毎

月
開
催
し
て
い
る
お
笑
い
イ
ベ
ン

ト
「
笑
っ
て
健
康
！
お
笑
い
大
行

進
」
の
仕
掛
け
人
で
も
あ
り
ま
す
。

　

講
演
会
と
同
時
に
、
テ
レ
ビ
や

喜
劇
舞
台
で
活
躍
し
た
昭
和
の
喜

劇
人
や
爆
笑
王
た
ち
を
、
当
時
の

貴
重
な
映
像
資
料
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

日
時
：
3
月
5
日
㈯
13
時
30
分

～
15
時

　

場
所
：
森
の
図
書
館

　

対
象
：
市
民

　

定
員
：
1
0
0
人
（
先
着
順
）

　

費
用
：
無
料

　

申
し
込
み
：
不
要

　

問
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　1月から3月末まで、平日夜間・休日診療所ではアスベスト除去工事を行っています。
そのため、休日歯科診療は市内の歯科医療機関での当番制で実施しています。3月
の日程は下記の通りです。
　なお、内科と小児科は、保健センター内で場所を変更して実施しています。

【３月の休日歯科診療日程】　　　　　　　（受付時間： 9時～11時30分）
日程 診療所 住所 電話番号
6日㈰ 運河歯科クリニック 東深井236 7152－5278

13日㈰ 中村歯科クリニック 流山6-800-20 7159－8182
20日㈰ 鰭ヶ崎歯科 鰭ヶ崎1297-6コーポ・ベラーム１階 7159－6480
21日㈷ むさしの歯科・ハタ医院 南流山2-15-3 7159－8853
27日㈰ ひやま歯科医院 南流山3-10-1YKヴィレッジ105 7159－9533

　問保健センター☎7154－0331

　市では、これまで小学校就学前までの乳幼児を対象に、「乳幼児医療費助成受給券」
を交付し、入院・通院・調剤の医療費の助成をしてきました。平成22年12月診療分か
らは、従来の対象に加え小学3年生までの通院・調剤についても受給券を交付し助成
しています（所得制限あり）。
　今年4月に、新たに小学1年生になる子どもに対し、医療機関に提示することで
支払額が通院1回300円（市民税非課税世帯は無料）になる「子ども医療費助成受給
券」を3月下旬に発送します。
　なお、所得制限がありますので限度額超過の場合や所得額が不明な方には、受給
券の発行はされません。また県外の医療機関では使用できません。詳細はお問い合
わせください。
　問子ども家庭課☎7150－6082

新小学1年生に「子ども医療費助成受給券」を交付
該当世帯に3月下旬に受給券を発送

健康

　生活保護世帯または市民税非課税世帯の方は、平成22年度のインフルエンザワク
チンの接種費用が免除されます（例外あり）。すでに接種された方は、3月31日までに
手続きをすることで接種費用が戻ります。
　昨年度(平成21年度)の新型インフルエンザワクチンの接種費用の償還払いの手続
きがお済みでない方も、3月31日までに申請してください。
　申請方法：医療機関が発行する接種済証と領収書を添付して、保健センターへ3月
31日（必着）までに郵送または持参してください。
　問保健センター☎7154－0331

インフルエンザの予防接種費用を免除
生活保護世帯と市民税非課税世帯の方へ

健康

３月の休日歯科診療の日程
保健センター工事中のため、場所を変更して実施しています

健康

お笑い大行進で笑いの渦に。
笑って健康になりましょう

子ども予防接種週間

予防接種 はお済みですか？

　日本医師会と日本小児科医会では、3月1日から7日を「子ども予防接種
週間」としています。期間中に限り、土・日曜にも予防接種を実施します。
平日に接種を受けにくい方は、この機会にぜひお受けください。
　予約の有無、受け付け時間などは、事前に医療機関にお問い合わせく
ださい。
●3月5日㈯に実施の医療機関

実施医療機関 住所 電話番号

徳重小児科医院 南流山4－1－15
南流山駅前ビル5階 7158－8660

木口小児科 加4－18－3 7150－1323
東葛病院付属診療所 下花輪409－6 7158－7710

南流山駅前クリニック 南流山2－23－16
平澤ビル1階 7178－7500

千葉愛友会記念病院 鰭ヶ崎1－1 7159－1611
横田医院 江戸川台東2－270 7152－0101

いけだ内科小児科クリニック 南流山2－8－10
Elaia南流山101号 7157－7717

西村内科胃腸科医院 南流山2－24－4 7150－3885

ライフガーデン中央クリニック 東初石6－183－1
ライフガーデン403B 7178－2677

平和台診療所 平和台5－66－3 7158－5541

おおかたの森フォレストクリニック 市野谷660－1
（新A4街区1）K 7178－7780

わかばクリニック 南流山1－18－13 7159－8810
遠藤医院 江戸川台西2－208 7152－5818
中島内科医院 流山1－271 7158－1207
小野クリニック 中野久木530－1 7178－3006
日下医院 東深井865－83 7152－2648

おおたかの森クリニック 東初石6－183－1
4階 7178－4777

赤沼外科内科医院 野々下5－972－2 7143－0127
鈴木産婦人科 江戸川台西2－5－6 7152－1821
●3月6日㈰に実施の医療機関

実施医療機関 住所 電話番号
木口小児科 加4－18－3 7150－1323
東葛病院付属診療所 下花輪409－6 7158－7710

南流山駅前クリニック 南流山2－23－16
平澤ビル1階 7178－7500

日下医院 東深井865－83 7152－2648
赤沼外科内科医院 野々下5－972－2 7143－0127

MR（麻しん・風しん）2・3・4期の接種は3月31日までに
期限を過ぎると全額自己負担になります

　麻しん風しん混合ワクチンの2期・3期・4期の予防接種は、3月31日
までは無料で受けられます。期限を過ぎると、接種費用は全額自己負担
になります。未接種の方は、この機会に接種をお勧めします。
　転入などで、流山市の予診票をお持ちでない方は、事前に保健セン
ターにお問い合わせください。

　問保健センター☎7154－0331

笑
う
門
に
は
福
（
健
康
）
来き

た

る
！

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
第
1
弾
〜
昭
和
の
喜
劇
人
た
ち
の
貴
重
な
映
像
も

■こんなときは加入・喪失手続きを
区分 こんなとき 届出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る

他の市区町村から転入してきたとき 転入届の際に手続きを

職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険の離脱証明書もしくは離職票
（60歳以上65歳未満で、かつ厚生年金を20年
以上かけていた方は、年金証書もご持参ください）

子どもが生まれたとき 保険証
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書
外国籍の方が加入するとき 外国人登録証明書

国
保
を
や
め
る

他の市区町村に転出したとき 保険証
職場の健康保険に加入したとき 国保と職場の保険証
他健康保険加入者の被扶養者に認定されたとき 国保と被扶養者に認定された保険証

国保の被保険者が死亡したとき
保険証、（葬祭費の申請には以下が必要です）
印鑑、会葬礼状、領収書、喪主の振込先・口座
番号が分かるもの

生活保護を受けることになったとき 保険証、保護開始決定通知書

【自己負担割合が1割の保険証の更新について】
　70歳以上75歳未満の国民健康保険加入者で、自己負担1割の方が現在お使いに
なられている保険証の有効期限は、3月31日までです。
　これは、本年4月から自己負担割合が2割に引き上げられる予定だったことによりま
すが、今回国の方針で4月以降も自己負担割合が1割に据え置きになったため、新し
い保険証を3月上旬に簡易書留で発送します。該当する被保険者の保険証は、まとめ
て世帯主宛にお送りしますのでご確認ください。新しい保険証の有効期限は平成23
年7月31日です。ただし、平成23年7月31日までの間に75歳となられる方は、誕生日の
前日までが有効期限になります。

【加入・喪失の届け出】
　国民健康保険に加入する時や、やめる時には届け出が必要になります（別表参照）。
　各種届け出は異動などが発生してから14日以内にお願いします。
　問国保年金課☎7150－6077

国民健康保険のお知らせ
負担割合1割据置の方の保険証を送付

健康
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プラスチックごみの出し方の見直し
江戸川台西自治会で試験的に実施中37ごみ減量資源化

シリーズ

　現在、プラスチック類のごみは収集後に、市で分別しています。あら
かじめごみを分別して出すことで、資源化促進と経費削減につながるた
め、プラスチック類のごみの出し方の見直しを計画しています。
　具体的には、プラスチック類のごみを、プラマークの付いた「容器
包装プラスチック（容リプラ）」とマークの無い「その他のプラスチッ
ク」に分けて出すように変更しま
す。実施は、平成24年4月からの
予定です。
　なお、江戸川台西自治会では、
試験的に1月から実施しています。
このモデル事業を3月末まで実施
し、収集頻度や分別の状況などを
検証します。
　問クリーン推進課☎7157－7411

を迎え、進学や就職など新生活をスタートする方や、転勤に伴い引っ越しをする
方の多い季節になります。家を借りたり、就職したりする際に必要になってくる保証人
ですが、家族構成の変化や親族間の関係が希薄になってきていることもあり、保証人
を用意できない場合も少なくありません。
　このような状況から、最近では保証人紹介ビジネスが増えていますが、トラブルも
増えています。例えば、インターネットを通じて保証人紹介業者に申し込みをしたが「保
証人を紹介されなかった」「キャンセルをしたいが拒否された」などのトラブルです。保
証人は契約者の責任を保証することになるので、会ったこともない人の正規の保証人
になってくれることはありません。また、アルバイトのつもりで保証人紹介業者に、保
証人の名義登録をしたら「多額の債務を負わされてしまった」という相談も寄せられて
います。
　インターネットで契約が行えるという手軽さから、保証人紹介業者の利用を考える
方も多いようです。保証契約の中には、債務者とまったく同じ責任が課せられる連帯
保証契約もあります。安易な利用や登録はしないようにしましょう。

教えて！
消費生活ガイド 保証人紹介ビジネスの

トラブルに注意しましょう

問消費生活センター☎7158-0999Vol.5

春

　林英男・井上直樹二人展（陶芸・墨
彩画）＝開催中（2月27日㈰まで）10時～
17時、ギャラリー愉（YOU）（南流山8）。
入場料無料問新井☎7159－7764
　パソコン画フラワーイラスト展＝2月
22日㈫～27日㈰10時～17時（27日
は15時まで）、杜のアトリエ黎明。入
場料無料問飯野☎7152－9855
　トールペイント＆シャドーボックス作
品展＝2月23日㈬～26日㈯10時～
20時（23日は14時から、26日は18
時まで）、柏市民ギャラリー（柏高島屋）。
入場料無料問鴻上☎7152－4118
　バトルシェイプ・ベリーダンスなど

（Riseup女性サポート実行委員会主催）
＝2月23日㈬・3月9日㈬10時30分～

11時30分、ほっとプラザ下花輪（4月
に十太夫福祉会館でも開催）参加費
500円問高橋☎090－8584－7855
　木工展（スプーン・フォークなどの展
示）＝2月24日㈭～3月6日㈰12時～
19時、まめた珈琲（松ヶ丘4）。入場料
無料問深野☎7145－8575
　第16回ぐるーぷ彩展（水彩・油彩）＝
3月1日㈫～6日㈰10時～17時（6日
は15時まで）、さわやかちば県民プラザ

（柏市）。入場料無料 問廣田☎080－
3667－0430
　流風会絵画展（流山の風景を描く会
主催）＝3月1日㈫～6日㈰9時30分～
17時、博物館。入場料無料問髙橋☎
7152－7367
　麗澤の森で早春を感じよう（東葛しぜ
ん観察会主催）＝3月6日㈰※雨天中止

イ ベ ン ト

　このコーナーに掲載を希望する方は、掲載申込書（一部の市内公共施設備え付け、
市ホームページからのダウンロードも可）に必要事項を明記の上、秘書広報課に提出
してください。なお、イベント掲載希望者は、掲載希望号の1カ月前までに提出を。
　問秘書広報課☎７１５０−６０６３

9時20分～12時、麗澤の森（柏市）。
参加費200円問坂部☎7152－5076

（18時以降）
　ローフードマイスター登寿美子先生

“酵素食（ローフード）”講習会（NPO法
人green主催）＝3月10日㈭13時30
分～15時30分、生涯学習センター。
参加費無料※申し込みはメール（npo_
green@yahoo.co.jp）で。託児有り問

小川☎7153－6237

　南流山書道同好会（書道）＝第2・4水
曜13時～15時、主に南流山センター
問福島☎7158－3250
　流山合気道クラブ＝毎週日曜17時
30分～18時30分（少年部）・18時30
分～20時（一般部）、主に市民総合体
育館問竹中☎7156－2299
　いけばなサークル＝月2回9時30分
～12時、主に向小金福祉会館 問相馬
☎7176－0588
　宮園ガーデンクラブ（生け花・テーブ
ルフラワーアレンジメント・庭園見物等）

＝第3土曜15時～17時、主に思井福
祉会館問林☎7159－3525
　日本舞踊　藤結会＝毎週水曜13時～
15時、 主 に 初 石 公 民 館 問 上 田 ☎
7152－0769
　みんなで歌う　日本の歌（童謡・唱歌
などを歌う）＝第2・4水曜10時～11時
30分、主に生涯学習センター 問長谷
川☎090－2525－0274
　女声コーラス「華の会」（コーラス）＝
毎週月曜14時～16時、松ヶ丘自治会
館問鈴木☎7143－1463
　GFF（シェリアン先生の英会話教室）

（初級英会話）＝主に毎週月曜10時～
11時45分、主に北部公民館問武田☎
7154－0223
　英会話教室（外国人の先生と楽しく初
心者クラス・中級者クラスで学びましょ
う）＝毎週金曜9時30分～11時30分・
土曜15時～17時、主に生涯学習セン
ター問枦山☎7152－5974
　北部ペン習字会＝第1・3金曜9時30
分～11時30分、主に北部公民館問新
井☎7154－2173

サ ー ク ル
会費など詳細は問い合わせを

プラマーク

　市では、市民環境講座事業の一環とし
て、地域の団体などに出向き、地球温暖
化対策の講座を行っています。地域の行
事や会合の合間にも気軽に実施できる内
容です。
　出前講座は、CO2などの温室効果ガス
の削減を家庭で実践していただくための
もので、講師は地球温暖化対策に精通し
ている「温暖化防止ながれやま」の皆さん
です。CO2削減は家計の節約にもつなが
ります。ぜひご活用ください。
　期間：通年※事前予約制
　時間：45分～90分程度
　会場：指定の場所に出向きます。会場
がない場合はご相談ください
　対象団体：自治会、管理組合、市民団
体、学校、事業所など
　費用：無料※会場代は団体負担
　申し込み：電話で環境政策課へ
　問環境政策課☎7150－6083

団体に出向いて
環境講座を行います

ストップ温暖化！
ながれやま出前講座

　美田自治会では、ゴ
ーヤなどの植物を使っ
たグリーンカーテンの
普及と、ぐりーんバス
の 利 用 に よ るCO2削 減

・効果測定を進める「グ
リーン・ぐりーん大作戦」に取り組んでいます。
この取り組みは、美田自治会と温暖化防止なが
れやまが、大学や行政などと連携して、地域全
体で地球温暖化防止に取り組む珍しい試みです。
　この取り組みを紹介する展示を2会場で開催し
ます。
　問環境政策課☎7150－6083

美田自治会の
グリーン・ぐりーん大作戦の展示会

地域あげての
温暖化防止活動

　市内の緑化推進の一環として、緑化講習会を開催します。
講習会では、春まき草花の種からの育て方、春の草花の手入
れの仕方などを学びます。また、各自で育てている草花など
についての相談時間もあります。
　日時：3月11日㈮13時30分～15時30分
　場所：市役所
　対象：市民
　定員：20人（多数抽選）
※花と緑のボランティア登
録者および登録希望者優先
　講師：県立柏の葉公園緑
の相談員・白瀧嘉子さん
　費用：無料
　持ち物：筆記用具・移植
ごて
　申し込み：往復ハガキに「緑化講習会参加希望」、住所、氏
名、電話番号、花と緑のボランティア資料希望の有無、返信
用に宛名を明記の上、3月3日（必着）までに〠270－0192流山
市役所みどりの課へ
　問みどりの課☎7150－6092

緑化講習会を開催します

春まき草花を種から育てよう

場所 期間

生涯学習
センター

3月1日㈫～6日㈰9時～17時
（6日は15時まで）

市役所
1階ロビー

3月14日㈪～18日㈮
8時30分～17時15分
（18日は16時まで）

※いずれも入場無料



一茶双樹
記 念 館

★障害者のための料理講座「気軽に
開くランチパーティーはいかが？」
　日3月8日㈫10時～13時　所初石
公民館　対身体障害者手帳をお持ちの
方　定20人（先着順）　▷メニュー＝①
おにぎりカナッペ②春キャベツのミル
フィーユ③フルーツ白玉④お吸い物　
費700円程度　申3月4日までに電話
かファクスで
　問身体障害者福祉センター
☎7155－3638 FAX7153－3437
★あふれる情報のとらえ方とコ
ミュニケーション（全3回）
　テレビやネットなど、あふれる情報の
裏側がどうなっているのか、情報に振り
回されないためにはどうしたらよいの
か、映像やグループワークを通して考
えます。また、コミュニティアートと呼
ばれる、身体表現を通して他者を理解
する力を高める体験も行います。
　日3月9日・16日・23日の水曜10
時～12時（23日は15時まで）　所3月
9日・16日は中央図書館、23日は文
化会館　対女性　費無料　申電話で文
化会館へ
　問文化会館☎7158－3462
★リサイクル講座「小座布団づくり
～打ち直しわたの良さを知ろう！～」
　日3月16日㈬13時～16時　所リサ
イクルプラザ･プラザ館　対市民　定

15人（多数抽選）　費500円（材料代）
持糸きりはさみ、指ぬき　申往復ハガキ
に、開催日、講座名、住所、氏名、電
話番号、返信用に宛名を明記の上、2
月28日（必着）までに〠270－0174流
山市下花輪191リサイクル推進課へ
　問リサイクル推進課☎7157－8250

★男の料理「お父さんといっしょ
親子によるエコクッキング教室」
（全2回）
　 日3月19日・26日 の 土 曜　10時
30分～13時　所京和ガスおおたかの
森ショールーム　対お父さんと小学3
～6年生の子ども　定18人（先着順）　
内ごはんの炊き方、カレーライス、ハ
ンバーグ、地元の食材を使った料理　
費各回500円（食材費）　持エプロン、
タオル、手ふき、三角巾（バンダナ）　
申電話で文化会館へ
　問文化会館☎7158－3462
江戸川大学サテライトセンターの
講座「私の生き方探し～筑豊のぼ
た山に生まれ、東葛の里山を守
るまで」
　 日３月10日 ㈭13時30分 ～15時
30分　所江戸川大学サテライトセン
ター　費2,000円　講NPOさとやま
理事・恵良好敏さん　申電話、ファクス、
メール（stcenter＠edogawa-u.ac.jp）
で
　問同センター☎7156－7715 FAX
7153－9100

学童クラブ（ちびっこ学童クラブ）
の指導員募集
　▷勤務内容＝流山北小１～３年生の
放課後保育　▷勤務日＝土曜を含む週
４～６日程度　▷勤務時間＝1日４～
５時間程度　▷応募資格＝長期勤務可
能な方　▷時間給＝830円（研修期間
3カ月間は800円）　申電話でちびっ
こ学童クラブへ（平日14時30分～18
時30分）
　問ちびっこ学童クラブ☎・FAX7159
－5921

★第２回景観フォーラム「考えよ
う。流山の景観」
　市の景観条例や、地区計画策定など
についての報告「景観の基礎知識と流
山の取り組み」と、日本大学理工学部
専任講師・岡田智秀さんなどによるパ
ネルディスカッションを行います。
　日2月26日㈯13時30分～16時　
所江戸川大学サテライトセンター　対

市民　定100人（先着順）　費無料　申

不要
　問都市計画課☎7150－6087
★アグリサポート（援農制度）登
録者募集
　市では、農作業を手伝ってほしい農
家と、お手伝いをしたい市民を仲介す
る、アグリサポート（援農制度）事業を
行っています。この事業は、それぞれ
が登録し、お互いの条件のあった方と
契約を結ぶものです。登録は農政課の
窓口で随時受け付けています。詳細は
お問い合わせください。
　問農政課☎7150－6086

紺野竹夫　鳥と木の実展
　猛禽類調査の第一人者・紺野竹夫さ
ん(日本野鳥の会)による展示です。利
根運河周辺に生息する野鳥と木の実の
関係を、美しい写真とスケッチで紹介し
ます。
　日 開催中（3月13日㈰まで）９時～
17時　所利根運河交流館　費無料
　問利根運河交流館☎7153－8555

（月・火曜休館）
うんがいい！朝市
　日2月26日㈯8時30分～11時　所

運河水辺公園　内野菜、果物、ふるさ
と産品などの販売、オカリナの演奏※
駐車場はありません
　問商工課☎7150－6085 ／ＮＰＯ
法人コミュネット流山☎7153－8555
南流山の朝市
　日2月26日㈯9時～11時　所南流
山駅前公園　内野菜、草花の苗、ふる
さと産品などの販売※駐車場はありま
せん
　問商工課☎7150－6085

お 知 ら せ 日＝日時　所＝会場・場所　講＝講師　内＝内容　対＝対象　定＝定員　費＝費用
受＝受付期間　持＝持ち物　申＝申込先・申込方法　問＝問い合わせ　★は市主催のもの

インフォメーション 第1237号　平成23年2月21日㈪7

講座・講演

講座名 期日 時間 費用
①朗読劇「金子みすゞ
の世界」 3月25日㈮ 18時～19時30分 前売り・当日

ともに500円
②南條桂と受講生によ
る、第1回シャンソンコ
ンサート

３月12日㈯ 13時30分～15時 無料
（要予約）

③パソコン講座
A入門：3月1日～3日
Bワード1：3月8日～11日
Cワード2：3月22日～25日

各10時～12時
A
3,000円（全3回）
Bc
4,000円（全4回）

④春のネイティヴ
　英会話（土曜コース） 2月26日～4月23日の土曜 ①11時～12時30分

②13時～14時30分
12,000円

（全8回）
⑤春のネイティヴ
　英会話（火曜コース） 3月1日～5月17日の火曜 ①13時～14時30分

②15時～16時30分
12,000円

（全10回）
⑥全国交通安全チャリ
ティーコンサート「古賀
美智子」

3月13日㈰ ①14時～
②18時～

前売り・当日
ともに3,500円

　申 問生涯学習センター☎7150－7474

生涯学習センターの講座など

項目 若葉台 西初石 東初石 青田

①騒音 時間 14 54 14 17

②NO2 日 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

③SPM 有無 無 無 無 無

④日平均
　交通量

上り 下り 合計
46,029台 47,940台 93,969台

①昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの
協定値を超えた時間
②連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日
数(0.06ppmを超えた日数)
③日平均値が0.10㎎／㎥を超えた日が2日以上連続し
たことの有無
　問環境政策課☎7150－6083

項目 法・条例に
よる規制値

保証
数値 測定数値

大
気
質
・
排
出
ガ
ス

硫黄酸化物（ppm） — 10以下 1未満

窒素酸化物（ppm） 250以下 30以下 5

塩化水素（ppm） 430以下 10以下 2未満

ばいじん（㎎/㎥N） 80以下 5以下 1未満

水銀（㎎/㎥N） — 0.03以下 0.005未満

ダイオキシン類
（ng－TEQ/㎥N） 1以下 0.01以下 0.00032

※ダイオキシン類測定は、平成22年4月分から公定法による測定結果となっています

　問リサイクル推進課☎7157－8250
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第274回サロンコンサート　
ラテンアメリカの伝統音楽、フォルクローレを
お届けします。
▶日時＝2月25日㈮12時15分から
▶場所＝市役所1階ロビー
▶テーマ＝フォルクローレ～アンデスの自然を
感じて
▶曲目＝コンドルは飛んでいく　ほか
▶出演＝筑波大学フォルクローレ愛好会
▶問い合わせ＝流山市音楽家協会・里舘☎
7153－4085

10月の見世蔵イベント
「初めての盆栽～苔玉作り～」

その他

期間：3月13日㈰まで　9時～17時
場所：一茶双樹記念館
入館料：一般100円、小・中学生50円
展示内容：人形作家・高木治美さんによ
る創作人形、日本伝統工芸国際交流協
会会員による木目込み雛、貝あわせな
ど日本の伝統的な文化・芸術作品など

期間中のイベント
申し込みは、電話かファクスで一茶双樹記念館へ
●お抹茶を楽しむ会
　双樹亭や枯山水の庭園などで自由にゆっくりとお抹茶を。
　▷日時＝2月27日㈰10時～15時　▷費用＝400円（入館料込み）
●初めての…ふたたびの…茶道体験
　流山市茶道親和会による茶道体験会です。ぜひお気軽に。
　▷日時＝2月27日㈰11時～、13時30分～　▷費用＝500円（入館料込み）
●琴のしらべ～大人も子どもも楽しめるひなまつりの曲～
　流山市文化協会邦楽三曲会による琴の演奏です。
　▷日時＝3月5日㈯13時30分～15時　▷費用＝500円（入館料込み）
●大正琴のしらべ～懐かしいあのメロディーをご一緒に～
　地元で活躍中の「新大正琴なのはな」の皆さんが演奏します。
　▷日時＝3月6日㈰13時30分～15時　▷費用＝無料（入館料は別途）

　問一茶双樹記念館☎・FAX7150－5750

おとなのためのひなまつり
一
茶
双
樹
記
念
館
の
双
樹
亭

資格・求人
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古
い
。
こ
の
句
も
古
の
花
で
あ
る
梅
を
通
じ
て
、
古
人
を
し
の
び
古
人
と
の
対
話
の
風
情
を
か
も

し
、
古
人
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
て
い
る
。
二
句
目　

現
代
の
盆
梅
に
寄
せ
る
思
い
が
仕
種
に
現
わ
れ
て
い

る
。
盆
梅
を
日
だ
ま
り
へ
移
し
、
衆
人
の
眼
に
安
ら
ぎ
を
、
そ
し
て
香
り
と
匂
い
で
心
の
安
ら
ぎ
の
平
安

を
接
待
し
て
い
る
。
三
句
目　

愛
猫
を
日
向
ぼ
こ
の
仲
間
扱
い
と
し
た
こ
と
に
、
心
の
ぬ
く
も
り
を
切
と

す
る
。
縁
側
や
日
溜
り
で
冬
日
に
暖
ま
っ
て
、
愛
猫
と
休
息
を
共
有
す
る
姿
が
何
と
も
微
笑
ま
し
い
。
四

句
目　

真
の
当
の
写
生
句
。
写
生
句
ゆ
え
に
句
の
内
容
は
絵
的
説
得
力
が
加
味
さ
れ
る
。
登
校
時
か
下
校

時
か
、
雪
上
の
小
さ
き
足
跡
が
印
象
的
で
あ
る
。
五
句
目　

枯
木
の
息
遺
い
で
あ
る
。
そ
の
喘
ぎ
が
梢
に

通
じ
て
、
枝
の
反
り
に
深
呼
吸
の
思
い
が
伝
っ
て
来
る
。

武
田
静
江　

選
（
流
山
市
松
ケ
丘
４―

５
０
５―

90
）

【
評
】
須
賀
氏　

人
生
の
哲
理
と
経
験
に
よ
り
、
昔
へ
の
郷
愁
を
呼
び
覚
ま
す
湯
た
ん
ぽ
。
言
葉
の
省
略
に

よ
る
平
明
な
文
体
の
主
語
、述
語
が
鮮
や
か
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
、寒
波
続
き
の
夜
毎
の
存
在
感
に
、四
句「
我

を
癒
す
」
は
巧
み
な
心
の
機
微
の
余
情
と
い
え
よ
う
。
戸
谷
氏　

透
明
感
の
あ
る
こ
の
季
節
感
、
寒
さ
と
梅

が
よ
く
似
合
う
。
上
句
「
恙
な
く
あ
れ
」
の
願
望
は
、
ひ
た
す
ら
な
人
生
へ
の
敬
虔
な
祈
り
、
凛
々
し
さ
の

作
者
像
の
屹
立
は
見
逃
せ
な
い
。
四
句
は
白
さ
が
す
が
し
い
と
順
直
に
詠
う
べ
き
〈
白
く
す
が
し
き
〉
と
し

た
い
。
磯
谷
氏　

風
に
揺
ら
ぎ
な
が
ら
の
危
う
さ
に
、
糸
を
紡
ぐ
蓑
虫
を
独
得
に
切
り
と
っ
た
叙
景
歌
で
あ

る
。
二
句
澄
み
わ
た
り
の
「
り
」
は
完
了
助
動
詞
の
た
め
、「
る
」
の
接
続
詞
で
三
句
に
繋
げ
る
こ
と
、
又

四
句
と
五
句
を
倒
置
し
て
蓑
虫
の
生
態
を
浮
彫
さ
せ
る
。〈
雪
の
朝
の
空
澄
み
渡
る
冬
枯
れ
に
蓑
虫
ゆ
れ
て

る
小
枝
の
二
匹
〉「
て
・
に
・
を
・
は
」
の
語
法
を
学
ん
で
欲
し
い
。

古
の
歌
人
を
し
の
ぶ
梅
の
花　

日
だ
ま
り
へ
移
し
て
愛
で
ぬ
鉢
の
梅

猫
が
来
て
仲
間
入
す
る
日
向
ぼ
こ

長
靴
の
小
さ
き
足
跡
雪
の
上

大
枯
木
虚
空
に
喘
ぐ
枝
の
反
り

	

こ
う
の
す
台	

大
山　

恵
子

	

宮
園	

鈴
木　

寛

	

市
野
谷	

皆
川　

春
海

	

長
崎	

角
田　

勇

	

こ
う
の
す
台	

小
泉　

欣
也

立
春
を
過
ぎ
る
に
寒
さ
居
す
わ
り
て
我
を
癒
す
は
夜
夜
の
湯
た
ん
ぽ

今
日
ひ
と
日
恙
な
く
あ
れ
梅
の
木
の
す
が
し
く
白
き
花
と
真
向
う

雪
の
朝
空
澄
み
わ
た
り
冬
枯
れ
の
小
枝
に
二
匹
蓑
虫
ゆ
れ
て
る

	

西
初
石	

須
賀　

鉄
夫

	

東
深
井	

戸
谷
ヤ
エ
ノ

	

松
ヶ
丘	

磯
谷
志
賀
子

神
さ
ま
の
贈
り
物　
　
　
西
初
石　
　

浜
里
政
子

【評】過ぎ去った時を思うと、短い期間になんと多くのことをして
いたのだという感慨にとらわれてしまう。その時はたしかにあっ
たし、記憶に刻まれているが、遠ざかるにつれ、現在の時の流れ
の遅さに驚嘆する。大切なこの時、作者はそれを神からの贈り物
と考えている。いつか記憶からも解放されるだろう、流れる雲の
ように。

俳
句 市
民
文
芸

短
歌詩

こ
い
つ
め
、
こ
い
つ
め

動
か
ぬ
手
足
を
た
た
い
て

か
ん
し
ゃ
く
起
こ
し
て

涙
ぐ
む
あ
な
た

左
手
も
左
足
も
あ
る
で
し
ょ
？

わ
た
し
も
歩
調
を
あ
わ
せ

杖
を
仲
間
に

わ
た
し
た
ち
み
ん
な
で
歩
い
て
い
き
ま
し
ょ
う

疲
れ
た
ら
車
椅
子
に
腰
を
お
ろ
し
て

空
を
見
上
げ
ま
し
ょ
う

鳥
島
、
マ
ー
カ
ス
島

富
士
山
頂
で
の
観
測

松
代
に
飛
ん
で
地
震
観
測

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
観
測
に
太
平
洋
を
漂
い
…
…

あ
の
日
と
同
じ
雲
が
空
に
浮
か
ん
で
い
ま
す

ず
い
ぶ
ん
長
い
年
月
を
と
も
に
歩
い
て
き
ま
し
た
ね

い
ま
の
あ
な
た
を
見
る
の
は
つ
ら
い

こ
の
時
は
神
さ
ま
か
ら
の
贈
り
物

大
地
に
足
を
つ
け
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り

ほ
ら
、
冬
椿
が
咲
い
て
い
る
わ

市内で行われたイベントや話題の情報など、
幅広くピックアップ！ 旬の出来事をお届けします。

流山
な
が
れ
や
ますたいる

早朝の太極拳で健康づくり

　2月の日曜日の朝7時。日の出から間もないこの時間。気温はまだ低く、外を
歩く人もまばらです。そんな早い時間から南流山中央公園には30人ほどが集まっ
ています。「陳氏太極拳同好会」の皆さんです。
　主に健康づくりを目的とした太極拳の集まりで、参加者は会社を引退した方や
主婦などが中心です。太極拳では、腹式呼吸で横隔膜を動かすことによって体を
内部から鍛えます。指導者の石橋義久さんは「ゆったりとした動きは体に負担をか
けないため、どなたでも始めやすい。太極拳の呼吸法や体重移動は体づくりの基
礎にもなります」と落ち着いた口調でゆっくりと話しました。
　参加8年目の小関和典さんは「今はもう、日曜日に太極拳をしないと一週間が
始まる気がしないですね」と冗談交じりに話します。活動は毎週日曜日で、よほど
の悪天候でない限り行っていますが、取材日の前週は雪の降るなか行ったそうです

（=写真）。問い合わせは小関さん（7159－1467）まで。

気軽に油絵体験
　生涯学習センターに月2回集まって開かれている「トラ
ンプサイズの油絵」は、写真のL版よりもひとまわり小さ
な油絵を描く方たちの集まりです。油絵具独特の匂いが
たちこめる美術室で、皆さん真剣な眼差しで手作りの小
さなキャンバスに向かっています。
　サイズが小さいため、一つの絵を描くのにかかる時間は数時間ほど。描きたい
と思い立ったら、机の上をさっと片せばすぐに作業が始められます。短時間で描
けて手軽。それがトランプサイズの魅力のようです。
　メンバーの方は経験者ばかりではなく、絵画は初めてという方も多くいます。
そんな皆さんが口を揃えて言うのは「このサイズだから自分でもできる」というこ

と。「トランプサイズの油絵」に出会って一年
ほどの秋谷芳美さん（平和台）は「私は細かく
丁寧に描けないけれど、とにかく楽しい。楽
しいから続けられる」と嬉々として話します。
　手ぶらで参加できる一日体験も行ってい
ますので、興味のある方はそちらから試して
みてはいかがでしょう。申し込みは江原さん

（7152－1925）まで。

前回から引き続き、体験農園にモニターとして参加された皆さんの感
想の一部を要約してご紹介します。

十人十色の野菜づくり　市野谷・OMさん

　トマトの最高の食べ方を畑で見つけま
した。もいでそのまま食べることです。
もぎたての温かなトマトの甘みと酸味か
ら、トマト自体の、そして土の生命の力
を感じることができます。それはとても
贅沢で豊かな体験であったのだなと、今
改めて思います。
　妻も私もそれまで畑いじりをしたことはありませんでした。一週間
に一度の手入れで野菜が本当にできるのか、始める前は半信半疑でし
たが、結果、本当に美味しいトマトを食べることができました。
　初めての畑いじり、もちろん失敗もありました。土を耕す深さが
ちょっと浅かっただけで、雑草をほんの少し取り忘れただけで、隣の
畑と、野菜の形も収穫量も全く違ってきました。
　100区画以上ある畑、どれ一つとして同じ畑はなかったのではない
でしょうか。それなりの思いなら、それなりの野菜。真摯に畑と向き
合えば、それに応える野菜ができます。何か畑から大切なことを学ん
だような気がします。

農園に参加して　南流山・NTさん

　普段から食に対して興味はありましたが、こんなに身近で手軽に、
農作業が始められるとは思ってもいませんでした。
　日本の農家の現状や、作物についての専門的な知識、今まで触れる
ことのなかった世界を知ることができ、私たちの食を見つめ直すとて
も良い機会になりました。それに何といっても、土に触れ、四季の変

化を肌に感じながらの農作業
はとっても楽しく、週末が待
ち遠しかったです。おかげさ
まで、日常生活にもオンとオ
フのメリハリがつき、また作
物を育てる事を通じて家族の
会話も増え、大満足でした。

愛宕ふれあい農園☎7156−6505

体験農園レポート体験農園レポート体験農園レポート
（Vol.9）モニター参加者の声を紹介モニター参加者の声を紹介

トランプサイズの
小さな油絵 

毎週日曜日に南流山中央公園で


